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「一般国道39号網走市 網走橋」

国土交通省 北海道開発局 網走開発建設部
道路防災推進官 皆川 昌樹



「網走橋」の概要

名 称 一般国道39号「網走橋」

橋 長 L=101.50m

幅 員 W= 18.00m(拡幅前 11.00m)

竣 工 年 1934(昭和9)年

拡幅：1974(昭和49)年

橋 梁 形 式 ３径間ゲルバー鈑桁

所 在 北海道網走市

管 理 者 北海道開発局 網走開発建設部
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「国土地理院の地理院地図（電子国土Web）を掲載」

「国土地理院の地理院地図（電子国土Web）を掲載」

網走橋
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●北海道の北部海岸地方を連絡する上での難所であった網走市の網走川
の最下流に架かる橋梁。明治２３年に簡易的な木橋が架けられ、大正５
年に本格的な橋梁として木橋で架けられた

「網走橋」の歴史
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●右岸の旧市街は背後が丘陵で狭隘であり、昭和にかけて左岸に市街地
が拡大し、木橋の損傷も著しくなり、オホーツク地域初の永久橋として
1934（昭和9）年に3径間ゲルバー鈑桁橋で架設された。

●第二次世界大戦では網走橋
が標的となって襲撃されたが
命中せず、戦後も国道39号
の橋梁として供用され続けた。

「網走橋」の歴史
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●1974年には交通量の増大に応じ
て、両側に3.5mの拡幅が行われ
た。拡幅に際してはオリジナルの
ゲルバー桁と同様の断面で外桁
が追加されたため、建設時の外
観をほとんど損なうことなく現在
に至っている。

●現役の国道橋として適時、補修
補強が実施されており、橋梁点
検でも健全性が確認されている。
北海道内に現存する道路橋とし
ては、旭橋（旭川市、1932年）、
張碓橋（小樽市、1933年）に次
ぐ3番目に古い橋である。

「網走橋」の歴史
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「網走橋」の歴史
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・ 昭和期に多く架設されたゲルバー桁橋（カンチレバープレートガーダー）
・ 海上クレーン架設（戦前の北海道では唯一）

「網走橋」の技術的特徴・意匠的特徴
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「網走橋」の技術的特徴・意匠的特徴

・ 床版内に上フランジが埋め込まれている。
（局部座屈の防止、桁高の抑制）
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・ オリジナルを最大限に生かした拡幅

「網走橋」の技術的特徴・意匠的特徴

昭和９年
架設時

昭和4９年
拡幅時

外観を損なう事なく拡幅
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【技術的特徴】【意匠的特徴】
・ オリジナルを最大限に生かした拡幅 昭和９年

架設時

昭和4９年
拡幅時

「網走橋」の技術的特徴・意匠的特徴
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・ オリジナルを最大限に生かした拡幅

「網走橋」の技術的特徴・意匠的特徴



●地域の方たちによるボラン
ティア清掃活動や花のプラン
ター設置の美化活動等のご
協力のもと、今後も地域と一
体となって維持管理に努めて
いきます。

「網走橋」の技術的特徴・意匠的特徴
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【網走タイムス】平成29年5月21日



●現在、網走川を中心として地域の
活性化を図る網走かわまちづくり
計画が推進され、網走橋周辺でも
より親しみやすい河川空間の再構
築が検討されている。

●この計画に は、網走橋の左岸橋
台背面にボックスカルバートを新
設し上下流間のアクセスを改善す
る計画も含まれており、将来はさら
に網走橋とその周辺空間が市民に
親しまれる空間になることが期待さ
れる。

●以上のように、網走橋は当初の建設の経緯、その後83年間にわたる管
理者や関係者の保全に関する努力に加え、将来における魅力ある土木
空間の創出が期待される、地域において“重要な土木遺産”である。

「網走橋」の技術的特徴・意匠的特徴
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「北海道かけ橋カード」について
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「北海道かけ橋カード」橋の場所と配布箇所



「北海道かけ橋カード」⑤網走橋
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